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は じ め に

農産物の輸入 自 由化が進み， 果実 に つ い て も 国際競争

の 時代 に 突入 し て い る 。 カ ン キ ツ 類， リ ン ゴ， オ ウ ト

ウ ， プ ド ウ 等 が海外か ら 輸入 さ れ る よ う に な っ て い る

が， 全体 と し て は ， 諸外国 に 比較 し て 品質の高 い わ が国

の果実が消費者に評価 さ れ， 市場価格 も そ れな り に 維持

さ れて い る の が現状の よ う であ る 。 栽培技術 の 開発や品

種の育成 に携わ る 研究者， ま た こ れ を 現場で実践す る 生

産者の た ゆ ま ぬ努力 の成果 と い え る 。

し か し ， 外国 の生産者が有望 な 日 本の市場 を ， こ の ま

ま 手 を こ ま ね い て 見 て い る と は考 え ら れず， 近い将来，

日 本人好み の果実 を 生産 し て乗 り 込ん で く る こ と が十分

予想 さ れ る 。 こ れ に対抗す る た め に は， 消費者の ニ ー ズ

を 的確に 把握 し ， バ ラ エ テ ィ に 富 み， 内容外観 と も に 品

質の優れた 果実 を ， 納得 し 得 る 価格で供給 し て い く 必要

があ る 。 こ の た め に は， 高度な栽培技術 を い か に 省力化

し ， 効率的な 果実生産 を行 う か が大 き な ポ イ ン ト と い え

よ う 。

I 果樹栽培 に お け る 機械化の課題

わ が 国 で は 農業従事者が高齢化 し ， 労力 の確保が し だ

い に 困難 に な り つ つ あ る が， 後継者の育成 な く し て 上記

の 問題の本質的な改善 は あ り 得な い 。 つ ま り ， 国際化の

な か で生 き 残 り を 図 る た め に は， 若 い

世代 に と っ て 魅力 の あ る 果樹農業 を 実

現 し なりれ ば な ら な い。 そ し て こ れ に

は， 果樹栽培 に お け る 作業の効率化や

省力化 と と も に ， 労働の質的改善が重

要であ る 。 よ り 良 い果実 を 生産 す る た

め の 労 を惜 し んで は な ら な い が， 必要

な作業 は快適な環境の下で行 う と と も

に ， 効率的 な作業 に よ っ て 余暇 を 生 み

出 し， 他産業並み に こ れ を楽 し め る 状

況 を作っ て い く こ と が必要 と な っ て い

る 。

表-1 に 示 さ れ る よ う に ， 果樹栽培で

は 収穫作業 に 多 く の 労力 を 要 し て お

がわ
J I I  幹

ぉ
雄

り ， わ が国 の 代表的 な 果 実 で あ る ミ カ ン や リ ン ゴ で は ，

全労働時間の約 4 割 を 費や し て い る 。 収穫作業 で は ， 果

実の入 っ た 重 い コ ン テ ナ を取 り 扱 う た め に ， 労働負担が

大 き い こ と も 大 き な特徴であ り ， 作業の省力 化 と 軽労働

化が重要な課題 と な っ て い る 。 ま た ， 果実 を収穫す る ま

で に は様々 な管理作業が必要 であ る が， 中 で も 病害虫 防

除 の た め の薬剤散布 は 重 要 な作業 と な っ て い る 。 薬剤散

布作業 は ， 比較的早 く か ら 機械が導入 さ れて 労働時聞 は

少 な い も の の ， 作業環境の 改善が最 も 求め ら れ て い る 作

業であ る 。 果樹栽培 に お け る 機械化の課題 は 多 岐 に わ た

る が， こ こ で は 特徴的 な収穫 と 薬剤散布作業 に 焦点 を 当

て ， 技術開 発 の 現状 と 今後 の 方 向 に つ い て 述 べ て み た
し )0

E 果実収穫作業の省力化

1 収穫作業の現状

果実の収穫作業 は ， 収穫容器 (通常 は プ ラ ス チ ッ ク コ

ン テ ナ ) の 搬入 ， 果 実 を 摘 み 取 る 採収， 圏 外 へ の 搬出

の， 大 き く 三つ の段階 に 分 け る こ と がで き る 。

果実 は一般 に傷が付 き や す く ， 傷の発生 に よ っ て商品

価値が著 し く 低下す る た め ， 機械 に よ る 採収が難 し い作

物であ る 。 欧米諸国で は ， ナ ッ ツ類や醸造用 ブ ド ウ の よ

う な加工用果実の機械収穫が行わ れて い る が， 生食用果

実の生産が中心の わ が 国 で は， 小梅の収穫 に 手持 ち 式 の

表 -1 平成 4 年産主要果実の 10 a 当 た り の年間労働時間 (単位 : 時間)

ミ カ ン リ ン ゴ 日 本 ナ シ プ ド ウ モ モ オ ウ ト ウ

労働時間合計 192 . 9  258 . 6  249 . 1  346 . 1  238 . 1  276 . 6  
整枝 ・ せ ん定 15 . 7  24 . 7  83 . 8  8l . 4  25 . 4  17 . 8  
施 肥 7 . 6  4 . 3  1 1 . 3  14 . 9  3 . 1・ 2 . 5  
中 耕 ・ 除 草 17 . 6  14 . 7  8 . 7  13 . 1  9 . 9  1 7 . 0  
薬 剤 散 布 22 . 1  3 . 3  7 . 3  15 . 0  13 . 1  39 . 6  

( l l%) ( 1%)  ( 3%)  ( 4%)  ( 6%) (14%) 
そ の 他 防 除 0 . 3  4 . 6  5 . 1  l . 9  l . 4  
授 扮 ・ 摘 果 39 . 7 60 . 1  76 . 5  1 10 . 0  1 03 . 2  4 . 3  
袋 掛 ・ 除 袋 1 . 0  3l . 9  0 . 8  30 . 1  
そ の 他 管 理 10 . 7  15 . 2  5 . 5  12 . 3  16 . 1  4 . 5  
収 穫 ・ 調 製 76 . 3  97 . 1  46 . 3  63 . 6  62 . 5  185 . 8  

(40%) (38%) ( 19% )  (18%) (26%) (67%) 
生 産 管 理 l . 9  2 . 7  3 . 8  5 . 7  2 . 9  3 . 7  

1 ) リ ン ゴ は ふ じ， 日 本ナ シ は幸水， プ ド ウ は種 な し デ ラ ウ ェ ア， モ モ は大久保.
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振動収穫機が用い ら れる以外に 機械 を 利 用 する例 は 見 ら

れない。 リン ゴ や ミ カ ン で は ， 採収 し た 果実 を 作業者が

携帯する収穫か ごや袋に収納 し， こ れがいっぱい に なる

と コン テ ナ に 移 し 替える作業 を繰り返 し行うのが普通で

ある。

果樹園 に お ける作業の特徴 と し て 高所作業が あ げ ら れ

るが， 収穫作業 に おいて も 能率 を 阻害する要因の一 つ に

なっている。 つ ま り， 脚立上や樹上等の足場が不安定 な

場所での採収 は， 地上作業に比較 し て能率が低下するか

ら である。 能率上の問題 ばかりでなく， 作業の安全性や

労働負担の観点か ら も 改善が必要である。 ま た ， 果実の

収穫作業では， 収穫果実の徹出の た め の労力が大 き な割

合 を 占 め ている。 特 に ， 果実入り コ ン テ ナ の積み下ろ し

は労働負担が大 き し 規模の大 き な果樹園では取り扱う

数量が膨大 と なる た め ， 作業の軽労働化が強く要望 さ れ

て いる。

2 収種周 作業台

果実収穫作業の究極の機械化 は ， 人間並みの作業 を疲

れ を知 ら ずに こ なせる， 果実収穫 ロ ボ ッ 卜 の笑現であろ

う。 わ が 国 を 含む先進諸国でその 開発研究が行われ， か

なりの レ ベ ル に 達 し ている研究 も あるが， 今の と こ ろ実

用化の事例 は 見 ら れ ない。 科学技術の著 しい進歩 を考え

る と ， いずれ実用化する時代が到来する と 思われるが，

現状で は ， 技術面や採算面で ク リ ア し な けれ ばな ら ない

問題が少 なくない。

一方， 果実を樹か ら も ぎ取る採収作業 は人聞が行い，

その後の処理 を 自動的に 行う収穫用作業台が開発 さ れ，

欧米で は 既 に 実用化 し て いる。図ー1 は その一例であり，

作業者が採収 し た 果 実 を 最寄りの コ ンベ ア に載せる と ，

機体後部の収穫容器の位置 ま で搬送 さ れて収容 さ れる方

図 ー 1 収穫問作業台 (オラ ン ダ)

式 に なっている。 携帯容器 に採収 し た 果実 を コ ン テ ナ に

移 し替える， 言わ ば二度手聞 を 省く こ と に よ って 能率向

上 を図る も の である。 こ の種の機械化の研究 は わ が国 で

も 既 に行われ， 図-2 に 示 す よ う な 試作機 に よ って その有

効性が確認 さ れ て おり， 栽培様式の標準化， 規格化が進

め ば実用化が可能な技術である と 考え ら れる。

3 果樹用 高所作業車

収穫作業 に 限 ら ず， 腕l立や樹上での作業 は ， 足場が不

安定で疲労 も 大 き いた め に， 地上作業 に比べて能率が低

下する。 高所作業車 は ， 作業者に安定 し た足場 を提供す

る こ と に よ って ， 地上作業 と 同等 の 作業能率 と ， 安全性

を確保 し よ う と する作業機である。 果樹用高所作業車の

研究 は， 生研機構( 段業機械化研究所) に おいて 20数年

前か ら 実施 さ れ， 様々 な機能 を 持つ機種の 開発 を 行って

き た。図-3 に 示すHA -13型 は ， 一連の研究の最後の試作

機で，4 輪式の走行部 に ， X 字状のリン ク 機構に よ って 昇

降する デ ッ キ を設 け た も の である。 デ ッ キ に は多数の張

出板が内蔵 さ れ て おり， ロ ー ラ の摩擦力 に よ って左右に

繰り出 さ れ， 作業者の足場 と なって樹冠内作業 を 容易 に

し て いる。

果樹園用高所作業車の普及台数は， リン ゴ等 の落葉果

樹 を 中心 と し て ， こ こ 数年 自 党 ま し い延 び を 示 し て い

る。 市販の高所作業車 は， シ ザ ー ス 型(図 4) 及 び ブー

ム 型(図-5 ) と 呼ばれる二つ の タ イ プ に分類 さ れる。 シ

ザー ス 型 は ，HA-13型 と 同様 に 作業者の足場 と なるデ ッ

キ が X 字状 のリン ク で昇降 す る 方 式 で あり， ブー ム 型

は， 仰角可変の ブ ー ム 先端 に ， 作業者が乗る ゴン ド ラ を

装着 し た も の である。 現在の市販機では， 両 タ イ プ と も

ク ロ ー ラ 式 の 走行部 を有する機種が多い。

一方， ミ カ ン 園 で の 高所作業車の利用 は 現在ほ と ん ど

見 ら れないが， 生研機構 で は ， 図-6 に 示 す 傾斜地用多目

図 -2 収穫周作業台 (日本 : �業機械化研究所)
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図 - 3 果樹園周作業台 HA-13 型

図 - 4 高所作業車 ( シ ザ ー ス 型)

的作業車用 と して， 高所作業用 の ア タ ッ チ メ ン ト の開発

を行った。 傾斜地用 多 目 的作業車 は， カ ン キ ツ 栽培の機

械化作業体系の確立 を 目 的 と した も の で あ り ， 匡卜7 に 示

す高所作業用 デ ッ キ は， 防除機( 後述) ， 土壌管理周作業

機 に続いて 開発した も の である。 試作した 高所作業 用 デ

ッ キ は， 作業者の 足場 と なるデ ッ キ と ， デ ッ キ 昇降 の ガ

イ ド と なるマス ト か ら 構成 さ れ て いる。 マ ス ト は， その

基部 を作業車の後部 に ある作業機取 り 付 け ヒ ッ チ に 固定

し， 油圧 に よ って 3600 旋 回 で き る方式に なっている。 デ

ッ キ の構造及 び張出板 の 方 式 は HA-13型 と 同様である

が， 長 さ 100 cm， 幅7 0 cm に小型化し， 昇降範囲は地上

高 で5 0 �15 0 cm と した 。 デ ッ キ と マス ト の 結合 は ヒ ツ

チ 式 と して おり， 着脱 を容易 に する と と も に， ハ ン ド リ

ン グ用 フ ォ ー ク と 交換で き る よ う に して いる(図-8) 。

4 ハ ン ド リ ン グ ・ 運搬の合理化

果樹の収穫作業で は ， 収穫果実の搬出 に 多くの労力 を
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図 5 向所作業車 ( ブー ム 型 )

図 - 6 傾斜地用 多 目 的作業率

図 - 7 ハ ン ド リ ン グ 用 フ ォ ー ク
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要して お り ， 特に コ ン テ ナ の積み下ろしの繰 り 返しが能

率の低下を招 き ， 作業者の大 き な 負担 と な っ てい る 。 こ

の傾向は カ ン キ ツ 困 で著し く ， 積み替えを繰 り 返す た め

に， 収穫量の数倍 も の コ ン テ ナ を 扱わ な け れ ばな ら ない

例 も 見 ら れ る 。 コ ン テ ナ に手 を か け る 回数をいか に減 ら

す か， ま た ， 積み込みや積み替えが必要な場面ではいか

に 合理的かつ軽労働で行うかが， 収穫能率向上の大 き な

ポ イ ン ト と い え る 。

収穫果 実 の ハン ド リ ン グ ・ 運搬 を 合理化 す る た め に

は， 圏内作業道 を整備して ， 自 走式運搬車の導入 を図る

こ と が不可欠 で あ る 。 こ の こ と は， か つ て 農道の整備 と

ト ラ ッ ク の普及 に よ っ て， 収穫労力 が大幅 に 節減 さ れた

こ と か ら も 明 ら かであ る 。 一方， 園地で コ ン テ ナ を運搬

車の荷台 に積み込 む作業の機械化 に ついて は， 現在研究

が行われ てい る 。 図-9 に 示した収穫箱積込み装置 は， 傾

斜地用 多 目 的作業率用の作業機 と して ， 生研機構が開発

した も の であ る 。 こ れは 市販の空気圧式ノ て ランサー (最

大荷重30kg) を利用した 装置で， 果実入 り の コン テ ナ を

1 kg 以下の軽微 な 力 で運搬車の荷台 に積み込 む こ と が

で き る 。 作業者の労働負担 は大幅に軽減 さ れ る が， 作業

図 - 8 高所作業用 デッキ

図 9 収厳箱詰'1込み装i白

能率の 向上が課題 と して 残 さ れ て い る 。

皿 防除作業の省力化
表ーl に 示す よ う に ， 労働時間の合計 に 対 す る 薬剤散布

作業の時間割合 は， リ ン ゴが わ ず か に 1 %強で あ る の に

対して ， ミ カン で は 1 1 % に 達して い る 。 こ れ は， ス ピ ー

ド スプ レ ー ヤ の普及率が， ミ カ ンでは落葉果樹に比較し

て極端に低いた め で あ る 。 こ の よ う に樹種 に よ る 差 は あ

る も の の， 果樹栽培の中で薬剤散布 はい ま だ に苛酷な作

業であ り ， その改善 を望む声が多い。 カ ン キ ツ 園 で は ，

園地の基盤整備 と 機械 の 導 入 に よ っ て 省 力 化 を図っ て い

く 段階であ る が， ス ピ ー ド スプ レ ー ヤ 以外の 自 走式防除

機 も 市販 さ れ， 選択の幅が広が っ て き て い る 。

1 ノ ズル 回動式防除機

代 表 的 な 果 樹 園 用 防除機 で あ る ス ピ ー ド スプ レ ー ヤ

は， 大型の送風機 を利用して 薬 液 を 飛散 さ せ る 有気散布

方式であ る 。 こ れ に 対して， 送風機 を 用いない無気散布

方式で， ノ ズ ル 回動機構 を 有 す る 果樹周防除機が開発 さ

れて い る 。 生研機構が， カ ン キ ツ 用防除機 と して 開発し

た も の で， 傾斜地用 多 目 的管理機 と して市販 に 移 さ れ て

い る 。図ー10 に 示す よ う に ， 直立した マス ト の左右両側に

複数の ノ ズ ル (左右各5 個程度) を 設置し， こ れ を リン

ク 機構 ま た は チ ェ ーンで連結して 円運動 さ せ な が ら 薬液

をI噴緩す る 散布装置であ る 。 カ ン キ ツ 園 に お け る 散布性

能試験の結果， 回動式 ノ ズ ル の効果 に よ っ て樹冠内部 ま

で実用上問題の ない程度に薬剤が付着 す る こ と が確認 さ

れ， ス ピー ド スプ レ ー ヤ や手散布 と 同 等 の 散布性能 を有

図 - 10 ノ ズ ノレ 回動式l釣除機 (傾斜地ITJ 多 目 的管理機)
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す る と の評価が得 ら れて い る 。

ま た ， こ の ノ ズ ル 回動 方式 を応用して図ー 1 1 に 示す よ

うな 防除機が開発 さ れ， スイ ン グスプ レ ー ヤ の名称て、市

販が始 ま っ てい る 。 外観的 に はス ピ ー ド スプ レ ー ヤ に似

て おり， ノ ズ ル の配置 も 同様であ る が， 送風機 は な く ，

扇形に配置 さ れた ノ ズ ル がリン ク 機構で結合 さ れ て 回動

す る 構造 に な っ て い る 。 送風機 を持た ないた め に こ れ に

よ る 騒音の発生がない こ と ， 所要動力が小 さ い こ と 等が

特徴 と して あ げ ら れ る 。

2 風筒式防除機

図ー 12 は ， 四 国 農 業 試験場 が 開 発し た 風筒式 防除機

で， 傾斜地 カ ン キ ツ 園 を 主 な対象 と した 歩行用 の小型機

械であ る 。 先 に述べた ノ ズ ル回動式防除機 と 異 なり， 風

の力 を利用した 有気l噴霧方式の散布装置で あ る 。 送風機

の吹出し口外周部に複数の ノ ズ ル を配置し， 動力l噴霧機

で加圧 さ れ た 薬 液 を ， 空気流で微細化す る と と も に送風

散布す る 方式であ る 。 送風機 は 直径4 6 cm の軸流送風機

で， 6 .5 馬力 の 2 サ イ ク ル エン ジンで駆動して い る 。風訟

は毎分 180m3， 吹出し口 での風速 は 25 m で， 自 然風速が

1m 以下の ほ ぼ無風状態 に おい て ， 薬液の有効到達距離

は約15 m で あ る 。風筒の角度は， オ ペ レ ー タ が手元の調

図 ー 11 ノ ズ ノレ回動式防除機 ( ス イ ン グ ス プ レ ー ヤ )

風筒

図 - 12 風筒式防除機

節 レ バー の操作 に よ っ て上下左右 に 調節 で き ， 対象樹に

狙い を 定 め て 散布 を 行う こ と がで き る 。 ま た ， 自 動的 に

一定の角度で上下 に振りな が ら の作業 も 可能 と な っ て い

る 。

l 人で作業がで き る た め ， 手散布 と 比較して 楽で 2�3

倍の能率向上 と な る こ と ， 少 な い薬液量で精度の高い散

布がで き る こ と ， オ ペ レ ー タ の農薬被曝が比較的少ない

こ と ， な ど の特徴が確認 さ れた 。 こ の 風筒式防除機に つ

いて も ， 方 式 の や や 異 な る 2 機種が市販 さ れ て い る 。

W 防除作業の無人化
薬剤散布 は， 果樹栽培で は比較的早くか ら 機械が利用

さ れた 作業 であり， リン ゴ等の落葉果樹で は ， ス ピ ー ド

スプ レ ー ヤ を 導入して大幅な省力化が実現して い る 。 し

かし， I23薬被 爆 や 騒 音 に さ ら さ れ る オ ペ レ ー タ に と っ

て， 防除作業 は依然 と して 苛酷 な 作業 で あ る 。 機能的な

防護キ ャ ビンの装着や， さ ら に は作業の無人化が今後の

自 然な 方 向 と いえ よ う。

1 誘導ケ ー ブル式無人防除機

図-13に 示した誘導 ケ ー プJレ式無人防除機 は ， 生研機

構 と 農機メ ー カ 一等が協力して 平成5 年度か ら 実施して

い る ， 段業機械等緊急開発実用化促進事業( 通称 「 繁 プ

ロ J) で開発 さ れ， 市販 に 移 さ れ た 機種であ る 。

誘導ケ ー プ. ル 式無人防除機の本体 は ， 容量 1 ，000l の

薬液 タン ク を搭載した ス ピ ー ド スプ レ ー ヤ であ る 。 その

名称が示す よ う に ， 走行経路 に 誘導 ケ ー ブlレ( 電線) を

敷設し， こ れ に'竜流 を 流した と き に 発生す る 磁界 を 車体

に設置した誘導 センサ が検出し， 無人走行 を 行う方式で

あ る 。 誘導 ケ ー プル は ， 園地の条件 に 応 じ て ， 地表面 や

地中( 深 さ 30cm 程度ま で) の ほ か， 空中( 地上 1.5 �2

m) に設置す る こ と がで き る 。 ま た ， 補助遠隔操作機能

を有して おり， いわ ゆ る ラ ジ コ ン に よ っ て ， 機体の発進

停止， 散布用パ ル プ.の開閉， 送風機の 回転停止 を 遠隔操

作 で き る よ う に な っ て い る 。 さ ら に ， 各種の安全装置 を

図 - 13 誘 導 ケ ー プノレ式無人防除機

一一一 19 一一一



56 植 物 防 疫 第 51) 巻 第 2 号(1996 年)

図 ー 14 パ イ プ誘導式無人防除機

装備 し ， 無人作業時の安全性 を確保 し て い る 。 薬液 タ ン

ク が空 に な っ た場合や作業の終了時， 走行経路上 に 障害

物 を検出 し た場合， 機体が誘導 ケ ー ブル か ら 大 き く 逸脱

し た 場合 に は ， 直 ち に 自 動停止す る 方式 に な っ て い る 。

農薬被爆， 騒音や危険回避がで き る ほ か， 無人散布中

に薬剤調合等の作業が行 え る こ と ， 条件 に よ っ て は一人

の オ ペ レ ー タ が複数台 の 防除機 を操作で き る な ど の効果

が期待 さ れ る 。

2 パ イ プ誘導式無人防除機

わが国の果樹園で は ， 栽培様式 に よ っ て は ス ピ ー ド ス

プ レ ー ヤ の 導入が困難な場合が数多 く あ り ， 防除作業の

省力化 と 軽労働化が重要 な課題で あ る 。 こ れ に対処す る

た め ， 平成 6 年度 の 「 緊 プ ロ 」 の 中 で， 図 14 に 示す よ う

な小型 の パ イ プ誘導式無人防除機が開発 さ れた。

こ の 防除機 は ， 容量 300 1 の薬液 タ ン ク を 搭載 し ， 地表

面 に 設置 し た 外径 3 � 4 cm 程度 の誘導 パ イ プ に 沿 っ て

無人作業 を 行 う 方式で あ る 。 走行部 は 3 輪式で， 複輪式

の前輪 と 補助誘導輪が誘導ノ f イ プ を 挟 む よ う な形で機械

的 に操向 を行 う 。 誘導パ イ プ と し て は ， 市販の ポ リ エ チ

レ ン管が敷設作業や機能の点で効果的であ る が， 外径が

同 等 で あ れ ば， 有 り 合 わ せ の 物 を 利 用 す る こ と がで き

る 。 ま た ， 移動時やパ イ プ を敷設で き な い場所で は， 歩

行用機械 と し て 有人運転 も 可能で あ る 。 変速装置 に は油

圧式無段変速機 を 用 い て お り ， 園地条件 に適 し た作業速

度 を選択す る こ と がで き る 。

散布装置 は回動式 ノ ズ ル に よ る 無気散布方式で， 左右

に そ れぞれ 5 個の散布 ノ ズ ル を備 え て い る 。 適用樹高 は

2 . 5 m 程度 で あ る が， 樹高 に 応 じ て 使 用 す る ノ ズ ル の個

数及び角 度 を調節す る こ と がで き る 。 ま た ， 赤外線式セ

ン サ に よ っ て樹冠 を検出 し ， 散布装置の左右の パ ル プ を

自 動的 に 開閉 す る 機能 を 備 え て い る 。 さ ら に ， 機体の発

進停止及び散布用 パ ル プ の 開聞 は ， 離れた位置 か ら 無線

に よ っ て 遠隔操作す る こ と が で き る 。 安全対策 と し て

は， 薬液が規定量以下 に 減少 し た と き ， 誘導パ イ プか ら

脱輸 し た 場合及 び障害物 に 接触 し た場合 に は， 走行 ク ラ

ッ チ が切れて エ ン ジ ン が停止す る 方式 に な っ て い る 。

パ イ プ誘導式無人防除機 は ， 無気散布方式 を採用 し て

い る の で薬 剤 の 飛散が少 な く 低騒 音 の 作業 が で き る ほ

か， 手散布 に比べて， 2 倍以上の能率向上が可能 で あ る 。

ま た ， 均一 な散布が行 え る の で， 薬剤散布量 の低減 も 可

能であ る 。 こ の 防除機 に つ い て は， 1995 年の秋以降に 製

品化が予定 さ れて い る 。

お わ り に

果樹栽培 に お い て は， 収穫， 受粉摘果， 整枝 ・ せ ん定

等 に 多 く の労力 を 要 し て お り ， い ずれ も 現状 で は直接的

な機械化が難 し い作業内容であ る 。 新品種の作出 を 含 む

栽培技術面 と ， 新 し い手法 を応用 し た 機械開発の両面か

ら の ア プ ロ ー チ を ， 両者が協力 し て継続 し て い く 必要が

あ ろ う 。 一方， こ こ で述べた よ う に ， 収穫作業 に お け る

ハ ン ド リ ン グ ・ 運搬， 薬剤散布や そ の他の管理作業 に 関

し て は， 現状 に お い て も ， 作業の省力化や軽労働化， 作

業環境の 改善 を 図 る こ と が可能で あ る 。 そ し て こ れ を効

率的 に 実現す る た め に は ， 園地の基盤整備 に よ っ て ， 自

走式作業機 を 導入す る こ と が不可欠 と 考 え ら れ る 。 つ ま

り 一例 を あげる と ， ス ピ ー ド ス プ レ ー ヤ を 導入す る た め

の 園地整備 は ， 防除作業の省力化の み な ら ず， 他の作業

に も 少 な か ら ず好 ま し い 影響 を 及 ぽす と い う こ と で あ

る 。

リ ン ゴ等 の落葉果樹 で は ， 機械化 を 進 め る た め の基盤

が比較的整備 さ れて い る が， カ ン キ ツ 栽培で は ， 条件 に

応 じ た整備が今後積極的 に 進 め ら れ る 必要が あ る 。 果樹

は永年作物 で あ り ， 園地の基盤整備 に は 多 く の 困難が伴

う と 思わ れ る が， 果樹栽培の 明 る い 未来の た め に は ， そ

の克服が不可欠 で あ ろ う 。
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